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投与方法

電気的除細動抵抗性の心室細動あるいは無脈性心室頻拍による心停止【効能又は効果】

●使用前に、手に取られたアンプルがアンカロン注150であるのか、
　今一度ご確認ください。
●ボーラス投与時には、血圧低下に特にご注意いただき、
　さらに心拍再開後の徐脈の発現にもあわせてご注意ください。

心室性
不整脈が
持続する
場合

初回投与

アミオダロン塩酸塩

300mg（6mL）

もしくは

静脈内へボーラス投与

5％ブドウ糖液

20
mL

アミオダロン塩酸塩

5mg/kg（0.10mL/kg）

アミオダロン塩酸塩

150mg（3mL）

もしくは

アミオダロン塩酸塩

2.5mg/kg（0.05mL/kg）

5％ブドウ糖液

10
mL

5％ブドウ糖液

20
mL

5％ブドウ糖液

10
mL

追加投与

SAJP.AMD.19.10.3437



33mL/時

600
mL/時

10分間

6時間

17mL/時

18時間

17mL/時

24時間

5アンプル（15mL） 5％ブドウ糖液

5％ブドウ糖液

5アンプル（15mL） 5％ブドウ糖液

100
mL

500
mL

500
mL

1アンプル
（3mL）から
2.5mLを
注射筒で
抜き取る

初期急速投与

負荷投与

維持投与 2）

１
日
目

2
日
目

症状に応じ
必要な場合

17mL/時

5アンプル（15mL） 5％ブドウ糖液

500
mL

継続投与

3
日
以
降

追加投与
維持投与 1）

投与速度を
変更して
残液を投与

●容量型の持続注入ポンプを用いて点滴投与してください。  ●可能な限り中心静脈から投与してください。

10分間

600
mL/時

5％
ブドウ糖液

100
mL

1アンプル
（3mL）から
2.5mLを
注射筒で
抜き取る

時
間
ま
で

48

投与方法

【効能又は効果】生命に危険のある下記の不整脈で難治性かつ緊急を要する場合
　心室細動、血行動態不安定な心室頻拍
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投与方法

電気的除細動抵抗性の心室細動あるいは無脈性心室頻拍による心停止 【効能又は効果】

●使用前に、手に取られたアンプルがアンカロン注150であるのか、
　今一度ご確認ください。
●ボーラス投与時には、血圧低下に特にご注意いただき、
　さらに心拍再開後の徐脈の発現にもあわせてご注意ください。

心室性
不整脈が
持続する
場合

初回投与

アミオダロン塩酸塩

300mg（6mL）

もしくは

静脈内へボーラス投与

5％ブドウ糖液

20mL

アミオダロン塩酸塩

5mg/kg（0.10mL/kg）

アミオダロン塩酸塩

150mg（3mL）

もしくは

アミオダロン塩酸塩

2.5mg/kg（0.05mL/kg）

5％ブドウ糖液

10mL

5％ブドウ糖液

20mL
5％ブドウ糖液

10mL

追加投与
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